


KTM シリーズ（ウォームギア） 

 

・参考写真 KTM－30F、KTM－75                     ・・・ 

・メインシーブロープ溝摩耗について                  ・・・ 

・ブレーキライニング摩耗について                   ・・・ 

 

KAV シリーズ（ヘリカルギア） 

 

・参考写真 KEB コンビストップ                    ・・・ 

・ブレーキライニング摩耗について                   ・・・ 

 

SKE（ウォームギア）、SHG（ヘリカルギア）、SHR・SKW（ウォームギア）シリーズ 

 

・参考写真（ウォームギア）        SKE－600F2、SKE－450F    ・・・ 

・参考写真（ヘリカルギア）        SHG－500           ・・・ 

・メインシーブロープ溝摩耗について    SKE・SHG シリーズ       ・・・ 

・ブレーキライニング摩耗について     SKE・SHG シリーズ       ・・・ 

・メインシーブロープ溝摩耗について    SHR・SKW シリーズ       ・・・ 

・ブレーキライニング摩耗について     SHR・SKW シリーズ       ・・・ 

・ブレーキライニング摩耗確認方法     SHR600、900、2000       ・・・ 

・ブレーキシュー（ライニング）の摩耗限界 SHR－2000AB、SHR－4000AB 

SHR－6000AB、 

SKW－1300F、SKW－1500F、  

                     SKW－3000F、          ・・・ 

 

機械室レス式 薄型巻上機 

 

・参考写真 SSE4 シリーズ                       ・・・ 

・ブレーキライニング摩耗について                   ・・・ 

 

機械室レス式 置き型巻上機 

 

・参考写真 DB-5410、EC－5420                      ・・・ 

・ブレーキライニング摩耗について                    ・・・ 

 

巻上機主シーブに関する注意事項                    ・・・ 
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ＫＭ、ウォームギア巻上機

　ＫＴＭシリーズ

パッド

写真はＫＴＭ－３０Ｆ       写真はＫＴＭ－７５

パッド拡大図

写真はＫＴＭ－３０Ｆ       写真はＫＴＭ－７５

パッド拡大図

パッドの厚み パッドの厚み
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ＫＭ、ヘリカルギア巻上機

　ＫＡＶシリーズ

ＫＥＢコンビストップ

　　　このゴムカバーを外す。

　　この部分の隙間が、パットの
    残存厚みです。

ブレーキパットの初期厚みは、最大摩耗量＋最小ライニング厚さとなります。

要是正となるパットの残存厚みは最小ライニング厚さになります。

要重点点検となるパットの残存厚みは最大摩耗量に
対し 減 た値となります対して５０％減った値となります。
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三栄製作所、ウォームギア巻上機
ＳＫＥシリーズ

　ブレーキコイル

　パッド

写真はＳＫＥ－６００Ｆ２

写真はＳＫＥー４５０Ｆ

パット拡大図

　　ライニング厚み
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三栄製作所、ヘリカルギア巻上機
ＳＨＧシリーズ

　ブレーキコイル

写真はＳＨＧ－５００

       写真はＳＨＧー５００

パット拡大図

　　ギアＢＯＸ

　　ドラム

　　パッド

　　ライニング厚み

‐7‐





















安川、薄型巻上機
ＳＳＥ４シリーズ

ブレーキ
　　　　ライニング

パット拡大図

　　バックプレート

　　初期高さ（初期厚み）
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安川、置き型巻上機

ＤＢタイプ=ＤＢ－５４１０
ＥＣタイプ＝ＥＣ ５４２０

ブレーキ

ＥＣタイプ＝ＥＣ－５４２０
ディスク

パット拡大図

　　パッド

　　パッド残存厚み

　　ディスク
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※巻上機主シーブに関する注意事項 

 

ＫＴＭシリーズ、ＫＡＶシリーズ（ケーエム製） 

 

ＳＫＥ、ＳＨＧシリーズ（三栄製作所製） 

 

ＳＨＲ、ＳＫＷシリーズ（三栄製作所製） 

 

機械室レス式 薄型巻上機 

 

機械室レス式 置き型巻上機 

 

 

・上記各牧巻上機の主シーブについて、主ロープのみ交換工事を施工した場合

においての主シーブの検査は、前記同様の検査方法とする。 

 

・シーブの摩耗については主ロープを交換した後も、それまでと同じ検査方法   

 で判定する。 

  

・基本的には主ロープ又は主シーブを交換する場合は、同時に両方とも交換す

るのが望ましい。 
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